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 第１回目審査（平成 29年 12 月 20 日）では、研究の必要性および問題の所在が不明確
であること、「看護アセスメント力」の用語の定義の必要性、研究Ⅰの結果を教育プログラ
ムの目標および内容として妥当とした根拠が不明確であること、研究Ⅱの研究デザインと
して RCTを用いず、対照群なしの前後比較デザインを選択した理由、方法の妥当性と限界
の説明不足、介入施設の特性が不明確であること、用いた尺度の具体的項目の提示がない
こと、図表を用いての結果の提示に整理が必要であること、介入途中で脱落した対象者の
理由説明が必要であること、介入3か月後まで協力した対象者の意欲・関心の偏りの検討
が必要であること、研究デザインの限界および交絡因子を含めた教育プログラムの有効性
を検討することなどが指摘された。 
第２回目審査（平成30年 1月 30日）では、第1回目審査の指摘事項が適切に修正され
ているか否かを協議した。概ね修正はされていたが、急性期病院に入院する高齢患者をめ
ぐる問題の整理、用語の定義の不備、研究Ⅰ‐１の除外条件のわかりにくさ、研究Ⅱの研
究デザイン選択の説明不足、交絡因子の多い高齢者のアウトカムの必要性、介入 3 か月後
に実践力が高まる理由説明、本研究の対象者の特徴を踏まえた考察の必要性など課題が残
った。第2回目審査での指摘事項については、平成30年 2月 8日に再提出された論文にお
いて適切に修正されていることが確認された。 
 
 
我が国の急速に進む超高齢化社会において、高齢者の入院をめぐる問題は深刻である。身
体各機能の減退および予備能力の低下から回復の遅延、急性増悪、重篤化、長期化、合併症
の併発等のリスクを伴う。さらに入院環境への不適応から、失禁、せん妄、認知の混乱、転
倒転落などが生じやすい。本研究は、これらをいかに予防しながら入院生活を支え、高齢患
者と家族の意思を尊重し、個別的で質の高い看護を提供するか、その実践の基盤となるのが
高齢患者の看護アセスメント力であると着想している。海外では既に急性期にある高齢者看
護の教育介入研究が進んでいるが、国内では検討に至っていない。したがって本研究の取り
組みは、独創性が高く、臨床的価値が高い。 
急性期にある高齢患者の看護アセスメント力向上のための教育プログラム作成にあたって
は、熟練した老人看護専門看護師への個別およびグループインタビューという2つの質的研
究から結果を導き、国内外の先行研究と比較検討して教育目標、教育方法を見出している。
その教育プログラムを用いて介入研究を実施し、看護師のアウトカム指標をもとにプログラ
ム効果の可能性が示唆された。一施設への限定的な実施のため一般化は難しいが、今後の追
試結果の蓄積および教育方法の継続的な検討により、その可能性は十分期待できるものと思
われる。 
 
以上より、本学学位規程第 4条第1項に定める博士（看護学）の学位授与に値するものと
認め、最終試験に合格と判定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
